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主 体 活 動
好 み の 序 列 化
創造化対象の選定
情報化活動の促進
判 断 活 動 の徹 底
確信形成のための解明
仮 説 設 定
反 復 検 証 の 徹 底
敏 速 な 推 進
成果報告の徹底検討
評 価 基 準
序 列 化 基 準 設 定
選 定 基 準 設 定
情報品質基準設定
各種判断基準設定
確 信 度 の 設 定
難 易 度 設 定





































































戸 定 痢 可∴ ≡ 二
日
化基準= 活動の促進 基判準断 報告検討
症t 判 断 活の 徹好みの序列化
化










































































伝)@ ㊥ 伝)@ @ ¢)㊨ @ ⑲ ⑪ ㊨ ㊨ 69
市場シエ 経普トップ用 リスクネジメ 回収のス 物汰シ′ス 流追~′I 也域阪 どA化ーこよる良 戟略教 保金I求 CAD/ 直接戟 支援業# 戟略構
7Ⅹ%上乗 SIの効率化 ン′I.の定着促追 どIr化 7ーA再構築 ジン'見直 売特性 0Ⅰの見杏点検 育の敬氏 ツト宿用 Mの高楼一能化 力弘化 のpOA化 忠立塞
① 市場 シ エ7Ⅹ~;e上 乗 I0000000000000
(む 経営トツフ用SISの効率化 I I000000000000
(釘 .)スクマネジメントの定着促進 I0 1 00000000000
径)回 収 の ス ビ ー ト化 I00 I0000000000
(参 物 流 シス テム再構築 I00 I I000000000
(む 流 通 マ ー ジ ソ 見 直 000_ 1 1 1 00000000
(う 地 域 販 売 特 .性 0000 1 I I0000000
㊥ EoAl舘 liE .i.点晶 1 00 I000 I000000
@ 戦 略 教 育 の 徹 底 】00 I0000 1 00 I00
⑲ 保 全 pポ ッ ト活 用 I00 I000 I0 I00 I0
⑪ CAD/CAMの高機能化 00000 00 I00 1 000
⑲ 直 接 戦 力 強 化 Ip0 1 0000000 1 00







No. 1 2 3 4 5 6 7 8 91011121314
1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00
2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 1 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 10 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 10 0 1 10 0 0 0 0 0 0 0 0
6 0 0 0 1I 10 0 0 0 0 0 0 0
7 0 0 0 0 1 1 10 0 00 0 0 0
8 10 0 10 0 0 10 0 0 0 0 0
9 10 0 10 0 0 0 10 0 1 10
0 10 0 10 0 0 1 0 10 0 0 0
1 0 0 0 0 0 0 0 10 1 1 0 0 0
2 10 0 10 0 0 0 0 0 0 10 0
3 10 0 10 00 0 0 0 0 0 10




No. 12 34 5 6 7 8 91011121314
1 10 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0
2 1 10 0 0 0 0
3 10 10 0 0 0
4 10 0 10 0 0
5 10 0 1 10 0
6 10 0 1 I 10
7 10 0 1 1 I 1
8 10 0 10 0 0
9 10 0 10 0 0
0 10 0 10 00
1 10 0 10 0 0
2 10 0 10 0 0
3 10 0 10 0 0
4 10 0 10 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 00
0 0 0 0 0 0 0
10 0 0 0 0 0
0 10 0 1 10
1 0 10 0 0 0
1 0 1 10 0 0
0 0 0 0 10 0
0 0 0 0 0 10














1 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 10 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 10 0 1 10 0 0 0 0 0 0 0 0
8 10 0 10 10 0 0 0 0 0 0 0
12 10 0 10 0 10 0 0 0 0 0 0
13 10 0 10 0 0 1 0 0 0 0 0 0
6 10 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
9 10 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
10 10 0 10 1 0 0 0 0 10 0 0
7 10 0 1 10 0 0 1 0 0 1 0 0
11 10 0 10 10 0 0 0 10 10




No.@ 12 3 4 5 6 7 8 9 10 11121314
1 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 1 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 10 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 0 0 0 1 I0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 0 0 0 10 10 0 0 0 0 0 0 0
12 00 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
13 0 0 0 10 0 0 1 0 0 0 0 0 0
6 0 0 0 0 10 0 0 1 0 0 0 0 0
9 0 0 0 0 0 0 1 1 0 10 0 0 0
10 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 10 0 0
7 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 10 0
11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10



















































































































































































































































































0ヨー E)-J.職 10兆米 S の故止
OEl木を主軸とする7ジ7掛 (IO兆米S)への辿51,､Lu朋 OEl本への見遍の只肘 ヒ
ON^TOへのt]･b:の参加 ○米山LW故赤字AT前へのFlJtの姐 ､お上tF故弥T上の文控の溢班





























































債権国 にな った 日本への圧力
○まだJ87枚へ切り換え､退刺inZ2rJB:からの脱却
できない米国からの企札1-刀
○米耶 Wm燕からの長田恥入汲Lt
O7ジ7抜取､如ソ､文jAr歓への押印左肋 にソフト
する懸念の榊大
C)対ソ扶析校肋をtlくるEl木への/迎の11(!ItWJLtノJ
O文寸ソ､対rl捷ef正Ll)の均衡化をめぐる品Jl･の多
発
米塵の日本への不満解消のプ ロセス
()'902の始め､ポーカス火Ll.L枝川枚感Fl全判臥小歩L;1良は.
米過捌 く或粘くUSIR)に対して.JHLtlに771J.われる包指列
品汝の苅2両スー パー301焦遡ITl特kTにqt:J)､El木をt.托
しするよう必見苛ht出
090.2J3rj勤41&｡肘の封n,6倍LP,lこLRLする州携艮官の.qF:1硬
LIUJl究Li
クライスラー41のEl本弘Tl.仙川都が70%をL追えるのにー㍊
管の恋い米別自動ilL弘?.をLIネ)1メーカーに抑しつけるます
EI輩東庄は-1投と上がる
○最近B木の公兆投鞍の拡大を‡柑 IiL求の小心に拡え､笹軒し
た｡この苛EHま､'iu叩 姦TJ.ら､米EL]4'笈も拳人のチャノス
があるというもの
以上のgT奴はいすわも､
(Dます.法会で14日批判の火の71･が Lがる｡iI故肘に文相 亜僚
払奴を求めるLfカモか1る
②行政肘は､n会と対称こtは LfLがら､対L=j交渉をL;i雌 し､
ZA全の圧力をテコにして､EJ本にZl歩を出る
③政府内交渉で何らかのJW そ引きtliL､これにより法会にlTP
税することを求める
伝)平並は､以上の上うflBl皿処朋を逝L:ていったんも1ljJは収発
に向かう
米屋企業の捕某～q度
○娘買P_当省の自主性がrほ れている
○故買者の理念 -ttには望誠.JF,l先には公17:､El/})め
良案にIi妹英一
〇人仏者リストにFrRl参入者を入れるyHJgil
Oメルクマールとして)0%架け九は､折Bl収･;lが･rJ比
対 米範
0石7tbl1枚を取りt!Jって､El.6拭折がmaをつりるまでは､
米同JiEr林にとって､ぷいつく向丘であっ1=
OjaZiの日米鵬冶LW に見るように､公兆投FfJl50兆Plとせ
よというようIj米田の少次は､ストレー トT･あり､Jrつ父
渉は.狂軟にして耗爪恥である｡拓くflゥ1=とはいえ.栄
国のEW持前には余1)がありー また白11拷折のリ-プIで
あるから.その1=.屯は11むする｡しかし､Zi解もあるので
正そうとすると､宮い訳ととられる齢畔さがあり､米l削i
外圧と見る
○米tBをRtlとして.良い1平本と見ることの他に､芹Etのな
い日本では.加工技術をあけ､取野的掛 ))を並化するこ
とを常に鼓いられてきた｡社会のありJJ-､fl神文化は､様
腔に妨斥してきた｡つまり､ll威丁や才である
このようflt云鑑的対米1皿に､
Oリスクの付なう明光捌ilhの分野で､大成災をもたらすマネ
ジメントは､米助 (上.生産現朋における52追抜鰍ま､u
本が.L と1る対米税iI(丑加された
日本企業の購買 態度
O rネゴ｣が椴を利かす【)本
ネゴに上って､蛸人見泊り以也の引きJけ､または逆に価1㍍ は下け､LL:伐の対空
や安野.トラプJL'の妥La､紺 股在､Aq人促igt
OCt蛤の安正姓､蒜.T.yTへの兆T:qの取り捌み.コストダウンへの相槌h'越野､僻地地
味の取扱
(池 式の所有取扱､役丹漁皿､J排1Li状 .蝕椎比価等'/ループlr'雌.凶lこよる碗訂行動
資料4
三愛系5'ルーブの21世紀向け平茸戦略
ロックフェラーが評価した
三変グループの経営力
国家間の諸問題とは別に
支西 ドイツ:統-､EC統合をにらんだ
ダイムラー･ベンツの戦略
三套自動車とメルセT-ス･ベンツの
在来の関係
○ベンツの日本国内販売
〇三変革のヨーロッパでの販売
○小型車の共同開発
米国への衝撃
0アメリカの雇用創出マシン､軍事
産菜への打繋
○米国の軍串技術優位性への伎啓
07メリか鎚遺業彼活への鉄鎚
○カナダ､南米緒EgのEC加入に見
る米国離れ
<三菱不動産>
不動産会社ロックフェラーグルー
プ社 (RGI)買収
的 $8倍4000
<三愛グループ>
化学系企菜興人株入手
商事､化成､製紙の三社が300万株の
第三者の割当てで引受け､在来のグ
ループ系株主､信託 東ー京海上の持株
を合わせて過半数を越える
イギリス､アメリカの大手不動
産会社と三費グル-7'によるロ
ンドンの金融街再開発平茸､■90
夏に窄手
_ <三重商事>
7メリカのアリテック･ケミカ
ルをM&A
約1200倍円
三変化成 ･油化 ･レイヨンなど､
化学系メ-カーの出賢
零鼓-メッサ･シュミットの提携
ダイムラー･ベンツ･グループと提携構想
このグルーブは､メJL,セデス-ベンツと家電
メーカーのAEG社､航空宇苗部門のドイツエ
アロロスベース社 (DASA)で､このDASAは､
メッサ･シュミット･ベルコウ･ブローム杜
(MBf!)をM&A
提携による技術上の差別化
○ダイムラー･ベンツは､三菱亀城
のフェーズF･7レイ.レーダ技
術に関心
〇三夏日助手の小型化技術
○雀工の地対空誘導弾ペ トリオッ
ト､F15較印税､ヘリコプター開
発技術
日独大聖提携のインパクト
○ダイムラー･ベンツ売上数7兆円
三乗グJレー プ29牡鹿売上29兆円
の取り組み圧力
〇三菜番工､電概からの防衛庁調達
費
歪= 1兆5千億円
冠は 117倍円
○マルク経済圏の拡大下支え
ゴルバチョフへの抑輩
○ゴル′ヾチヲフの ｢欧州共同の
家｣構想への牽制
○東欧活国の続- ドイツへの緊
密化
